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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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AI・機械学習:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事10件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | モデル・データ

Samsone-134Mとは|Samsung R&Dの小型オー
ディオ言語モデル
Samsung R&D Institute PolandとAGH University of Krakówの
研究者らが、オンデバイス推論に特化したオープンな小型オー
ディオ言語モデル(SALM)ファミリー「Samsone」を発表しまし
た。そのコアモデルであるSamsone-134Mは、そのサイズクラ
スにおいて複数のベンチマークで新たな最先端(SOTA)性能を確
立しました。

シグナル 02 | 計算資源

MiniMax M2.5|2026年3月のコーディング性能
とベンチマーク順位
LLMのコーディング能力を評価する最新ベンチマーク「
SWE-bench Verified」において、MiniMax M2.5が2026年3月時
点で80.2%の解決率を達成し、首位に立ちました。これに
AnthropicのClaude 3.7 SonnetとOpenAIのGPT-4.5が続いてい
ます。

シグナル 03 | 基盤

Teradataのエージェント型AI|2026年Q4提供
開始の性能とコスト
Teradataは、企業のデータ自動化とAIエージェント活用を革新
する新たなエージェント型AIプラットフォームを2026年第4四半
期に提供開始すると発表しました。同社は、ベンチマークテス
トにおいて、競合他社と比較して58%低いコスト、42%速いタ
スク完了速度、そしてClaude Codeと比較して73%少ないトー
クン使用量という画期的な優位性を報告しています。

シグナル 04 | 業務実装

NVIDIA Isaac ROS 5.0|FoundationPoseで姿
勢推定を5.5倍高速化
NVIDIAは、Isaac ROS 5.0を発表し、ロボット開発者がエージェ
ント対応のオープンソースロボティクスアプリケーションを構
築できるよう強化した。新バージョンには、オブジェクトの姿
勢推定と追跡を最大5.5倍高速化する基盤モデル「
FoundationPose」が搭載されている。さらに、ロボットアーム
が物体を認識し、掴み、配置する一般的なワークフローである
「ピッキング・アンド・プレース」が、スタンドアロンのエー
ジェント対応スキルとして提供される。

編集判断

今週の経営判断は モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果まで含む実装可能性 に集中する。
自社条件で関連証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を同時評価する.
2. 供給企業: モデルや半導体の性能を業務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する.
3. 経営層: 統合時期、運用費、権限、説明責任、業務成果.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

2026年
A03

数値の条件

LLMのコーディング能力を評価する最新ベンチマーク「SWE-bench Verified」において、
MiniMax M2.5が2026年3月時点で80.2%の解決率を達成し、首位に立ちました。これに
AnthropicのClaude 3.7 SonnetとOpenAIのGPT-4.5が続いています。

58%
A05

数値の条件

Teradataは、企業のデータ自動化とAIエージェント活用を革新する新たなエージェント型AIプ
ラットフォームを2026年第4四半期に提供開始すると発表しました。同社は、ベンチマークテ
ストにおいて、競合他社と比較して58%低いコスト、42%速いタスク完了速度、そしてClaude
Codeと比較して73%少ないトークン使用量という画期的な優位性を報告しています。

5.5倍
A10

数値の条件

NVIDIAは、Isaac ROS 5.0を発表し、ロボット開発者がエージェント対応のオープンソースロボ
ティクスアプリケーションを構築できるよう強化した。新バージョンには、オブジェクトの姿
勢推定と追跡を最大5.5倍高速化する基盤モデル「FoundationPose」が搭載されている。

22日
A01

数値の条件

Anthropicは2026年9月22日、マルチモーダル入力に対応し、1Mトークンのコンテキストウィ
ンドウを持つ大規模言語モデル「Claude Opus 5.5」を発表しました。このモデルは、入力100
万トークンあたり4.00ドル、キャッシュ入力100万トークンあたり0.200ドル、出力100万トー
クンあたり20.00ドルで提供されます。Claude Opus 5.

000人
A08

数値の条件

スタンフォード大学医学部の研究室からスピンアウトしたAIバイオテック企業が、37,000人の
AIエージェントを創薬パイプライン全体に投入し、成功の可能性が高い薬物候補の予測を飛躍
的に向上させています。この仮想企業は、肺がん治療法の設計において、後に大手製薬会社が
独立して開発した治療法と一致する生物学的シグナルを発見することに成功しました。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

モデル・デー
タ
P01/P06

Samsung R&D Institute
 PolandとAGH 
University of Krakówの
研究者らが、オンデバ
イス推論に特化したオー
プンな小型オーディオ
言語モデル(SALM)ファ
ミリー「Samsone」を
発表しました。

2

計算資源
P02/P07

LLMのコーディング能
力を評価する最新ベン
チマーク「SWE-bench
Verified」において、
MiniMax M2.5が2026年
3月時点で80.2%の解決
率を達成し、首位に立
ちました。これにAnthr
opicのClaude 3.

3

基盤
P03/P08

Teradataは、企業のデー
タ自動化とAIエージェ
ント活用を革新する新
たなエージェント型AI
プラットフォームを
2026年第4四半期に提供
開始すると発表しまし
た。

4

業務実装
P04/P09

NVIDIAは、Isaac ROS
5.0を発表し、ロボット
開発者がエージェント
対応のオープンソース
ロボティクスアプリケー
ションを構築できるよ
う強化した。新バージョ
ンには、オブジェクト
の姿勢推定と追跡を最
大5.

5

統制・運用
P05/P10

Anthropicは2026年9月
22日、マルチモーダル
入力に対応し、1Mトー
クンのコンテキストウィ
ンドウを持つ大規模言
語モデル「Claude
Opus 5.5」を発表しま
した。このモデルは、
入力100万トークンあた
り4.

各受渡しで必要な証拠

モデル・データ → 計算資源 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 統合時期、運用費、権
限、説明責任、業務成果.

計算資源 → 基盤 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 統合時期、運用費、権
限、説明責任、業務成果.

基盤 → 業務実装 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 統合時期、運用費、権
限、説明責任、業務成果.

業務実装 → 統制・運用 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 統合時期、運用費、権
限、説明責任、業務成果.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 統合時期、運用費、権限、説
明責任、業務成果.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04
P05

P06
P07

P08

P09

P10

P01 Samsone-134Mとは|Samsung R&Dの
小型オーディオ言語モデル
システム・導入 | 根拠: 採用

P02 MiniMax M2.5|2026年3月のコーディン
グ性能とベンチマーク順位
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P03 Teradataのエージェント型AI|2026年
Q4提供開始の性能とコスト
システム・導入 | 根拠: 導入

P04 NVIDIA Isaac ROS 5.0|FoundationPos
eで姿勢推定を5.5倍高速化
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 Claude Opus 5.5とは|Anthropicが発表、
性能と料金
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P06 Claude Sonnet 4.6|Opus 4.8とのコー
ディング性能の違い
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P07 AIエージェントによる創薬|37,000人を
投入した開発加速状況
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P08 AI創薬の臨床成功率|第I相80-90%から
第II相の課題まで
システム・導入 | 根拠: 臨床

P09 rentosertibとは|生成AIが設計した肺線
維症薬のPhase 2a試験
システム・導入 | 根拠: 臨床

P10 ASCENDとは|NHTSAとSAEが策定する
自動運転の安全性基準
事業・制度・供給 | 根拠: 基準

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 Samsone-134Mとは|Samsung R&Dの小型オーディオ言語モデル

A04 | モデル・データ | 製品採用 日付未収録

FACT
Samsung R&D Institute PolandとAGH University of Krakówの
研究者らが、オンデバイス推論に特化したオープンな小型オー
ディオ言語モデル(SALM)ファミリー「Samsone」を発表しま
した。そのコアモデルであるSamsone-134Mは、そのサイズク
ラスにおいて複数のベンチマークで新たな最先端(SOTA)性能を
確立しました。このモデルは、オーディオと言語の両方の入力
を受け入れ、テキスト出力を生成するマルチモーダルLMアーキ
テクチャを採用しており、リソースが限られた環境での高度な
AIアプリケーションの実現可能性を大きく広げます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 19/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P02 MiniMax M2.5|2026年3月のコーディング性能とベンチマーク順位

A03 | 計算資源 | 試作 日付未収録

FACT
LLMのコーディング能力を評価する最新ベンチマーク「
SWE-bench Verified」において、MiniMax M2.5が2026年3月時
点で80.2%の解決率を達成し、首位に立ちました。これに
AnthropicのClaude 3.7 SonnetとOpenAIのGPT-4.5が続いてい
ます。SWE-bench Verifiedは、生成されたコードが実際に機能
するかどうかを体系的に評価するフレームワークであり、
LiveCodeBenchのようなベンチマークは、モデルの知識カット
オフ後に公開された問題を使用することで、記憶ではなく実際
のコーディング能力を測定することに焦点を当てています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 Teradataのエージェント型AI|2026年Q4提供開始の性能とコスト

A05 | 基盤 | 製品採用 日付未収録

FACT
Teradataは、企業のデータ自動化とAIエージェント活用を革新
する新たなエージェント型AIプラットフォームを2026年第4四
半期に提供開始すると発表しました。同社は、ベンチマークテ
ストにおいて、競合他社と比較して58%低いコスト、42%速い
タスク完了速度、そしてClaude Codeと比較して73%少ないトー
クン使用量という画期的な優位性を報告しています。このプラッ
トフォームは「Tera Context Engine」と「Tera Harness」を
核としており、企業がAIエージェントを大規模に、かつ効率的
に導入するための戦略的な一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P04 NVIDIA Isaac ROS 5.0|FoundationPoseで姿勢推定を5.5倍高速化

A10 | 業務実装 | 製品採用 日付未収録

FACT
NVIDIAは、Isaac ROS 5.0を発表し、ロボット開発者がエージェ
ント対応のオープンソースロボティクスアプリケーションを構
築できるよう強化した。新バージョンには、オブジェクトの姿
勢推定と追跡を最大5.5倍高速化する基盤モデル「
FoundationPose」が搭載されている。さらに、ロボットアー
ムが物体を認識し、掴み、配置する一般的なワークフローであ
る「ピッキング・アンド・プレース」が、スタンドアロンのエー
ジェント対応スキルとして提供される。これにより、ロボット
の知覚能力と自律性が大幅に向上し、産業応用への道が拓かれ
る。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 Claude Opus 5.5とは|Anthropicが発表、性能と料金

A01 | 統制・運用 | 研究 日付未収録

FACT
Anthropicは2026年9月22日、マルチモーダル入力に対応し、
1Mトークンのコンテキストウィンドウを持つ大規模言語モデル
「Claude Opus 5.5」を発表しました。このモデルは、入力100
万トークンあたり4.00ドル、キャッシュ入力100万トークンあ
たり0.200ドル、出力100万トークンあたり20.00ドルで提供さ
れます。Claude Opus 5.5は、長時間の「エージェント型」コー
ディングや知識作業を対象としたClaude 5.5ファミリーの最初
のモデルであり、複雑なタスク処理能力を大幅に向上させます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程

P06 Claude Sonnet 4.6|Opus 4.8とのコーディング性能の違い

A02 | モデル・データ | 試作 日付未収録

FACT
Anthropicの言語モデル「Claude Sonnet 4.6」が、エージェン
ト型コーディングベンチマークであるAIMultipleの
A-CODE-LLMで0.748と最高スコアを記録し、動的な推論深度決
定とコスト効率の高さで注目を集めています。これは、より大
規模で複雑な「Opus 4.8」のスコアを上回る結果であり、特定
のタスクにおいて軽量モデルが優れたパフォーマンスを発揮す
る可能性を示唆しています。Sonnet 4.6の成功は、効率性と性
能のバランスがAI開発における重要な焦点であることを明確に
示しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 AIエージェントによる創薬|37,000人を投入した開発加速状況

A08 | 計算資源 | 製品採用 日付未収録

FACT
スタンフォード大学医学部の研究室からスピンアウトしたAIバ
イオテック企業が、37,000人のAIエージェントを創薬パイプラ
イン全体に投入し、成功の可能性が高い薬物候補の予測を飛躍
的に向上させています。この仮想企業は、肺がん治療法の設計
において、後に大手製薬会社が独立して開発した治療法と一致
する生物学的シグナルを発見することに成功しました。この革
新的なアプローチは、従来数十億ドルと数十年を要する創薬プ
ロセスを劇的に加速し、より効率的な治療薬開発を可能にする
ものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 技術・工程

P08 AI創薬の臨床成功率|第I相80-90%から第II相の課題まで

A06 | 基盤 | 共同評価 日付未収録

FACT
AIは標的同定や分子設計を通じて創薬プロセスを加速させてお
り、AlphaFoldのようなツールを活用したタンパク質構造予測
や生成モデルによる新規分子構造設計が可能になっています。
AIによって発見された候補薬は第I相臨床試験で80〜90%の高い
成功率を達成していますが、第II相では約40%に低下し、厳密
な実験室およびヒト臨床検証の重要性が浮き彫りになっていま
す。これは、デジタル予測が最終的に実世界での生物学的複雑
さと検証を必要とすることを示しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 rentosertibとは|生成AIが設計した肺線維症薬のPhase 2a試験

A09 | 業務実装 | 共同評価 日付未収録

FACT
AI支援創薬において、生成AIアプローチを用いて発見・設計さ
れた低分子TNIK阻害剤rentosertib(以前の
ISM001-055/INS018_055)が、特発性肺線維症(IPF)を対象とし
たランダム化第IIa相臨床試験で評価された。これは計算研究か
ら臨床開発への移行を示す重要なマイルストーンとなる。この
進展は、AIが創薬プロセスを加速し、難病に対する新しい治療
選択肢をもたらす可能性を強調している。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入

P10 ASCENDとは|NHTSAとSAEが策定する自動運転の安全性基準

A07 | 統制・運用 | 試作 日付未収録

FACT
米国高速道路交通安全局(NHTSA)と自動車技術者協会(SAE)は、
共同で自動運転システム(ADS)の安全性と性能を評価するため
の新しいコンソーシアム「ASCEND」を立ち上げました。
ASCENDは、データ駆動型のアプローチに基づき、ADSが「十
分に安全」であると判断されるための性能基準とテスト方法を
定義することを目指します。これにより、これまで不足してい
た自動運転技術の標準化された評価フレームワークが確立され、
消費者の信頼醸成と規制の明確化が期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「モデル性能ではなく、権限・基盤・運用成果
まで含む実装可能性」である。見出しだけで採用せず、用途と
運用条件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更新条件へ変換する。

ACTION
30日以内に、代表業務で精度・遅延・電力・監査・停止条件を
同時評価する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 統合時期、運用費、権限、説明
責任、業務成果。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 代表業務で精度・遅延・電
力・監査・停止条件を同時
評価する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 モデルや半導体の性能を業
務単位の原価・信頼性・更
新条件へ変換する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 統合時期、運用費、権
限、説明責任、業務成果.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-10件目
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ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 Claude Opus 5.5とは|Anthropicが発表、性能と料金 https://llm-stats.com/models/claude-opus-5-5

A02 Claude Sonnet 4.6|Opus 4.8とのコーディング性能の違い https://aimultiple.com/future-of-large-language-models

A03 MiniMax M2.5|2026年3月のコーディング性能とベンチマーク順位 https://www.openlayer.com/blog/llm-coding-benchmarks-complete-gui
de

A04 Samsone-134Mとは|Samsung R&Dの小型オーディオ言語モデル https://arxiv.org/html/2609.21666v1

A05 Teradataのエージェント型AI|2026年Q4提供開始の性能とコスト https://www.tradingview.com/news/tradingview:3c60b3945bed1:0-tera
data-corporation-tdc-launches-agentic-ai-platform-q4-2026-availability/

A06 AI創薬の臨床成功率|第I相80-90%から第II相の課題まで https://www.worldhealthexpo.com/insights/medical-laboratory/ai-in-dr
ug-discovery

A07 ASCENDとは|NHTSAとSAEが策定する自動運転の安全性基準 https://geeknewz.com/nhtsa-and-sae-launch-ascend-to-define-when-a-s
elf-driving-car-is-safe-enough/

A08 AIエージェントによる創薬|37,000人を投入した開発加速状況 https://med.stanford.edu/news/all-news/2026/09/virtual-biotech-compa
ny.html

A09 rentosertibとは|生成AIが設計した肺線維症薬のPhase 2a試験 https://brieflands.com/journals/jjnpp/articles/175058

A10 NVIDIA Isaac ROS 5.0|FoundationPoseで姿勢推定を5.5倍高速化 https://blogs.nvidia.com/blog/isaac-ros-5-0-agentic-open-source-roboti
cs/

https://llm-stats.com/models/claude-opus-5-5
https://aimultiple.com/future-of-large-language-models
https://www.openlayer.com/blog/llm-coding-benchmarks-complete-guide
https://www.openlayer.com/blog/llm-coding-benchmarks-complete-guide
https://arxiv.org/html/2609.21666v1
https://www.tradingview.com/news/tradingview:3c60b3945bed1:0-teradata-corporation-tdc-launches-agentic-ai-platform-q4-2026-availability/
https://www.tradingview.com/news/tradingview:3c60b3945bed1:0-teradata-corporation-tdc-launches-agentic-ai-platform-q4-2026-availability/
https://www.worldhealthexpo.com/insights/medical-laboratory/ai-in-drug-discovery
https://www.worldhealthexpo.com/insights/medical-laboratory/ai-in-drug-discovery
https://geeknewz.com/nhtsa-and-sae-launch-ascend-to-define-when-a-self-driving-car-is-safe-enough/
https://geeknewz.com/nhtsa-and-sae-launch-ascend-to-define-when-a-self-driving-car-is-safe-enough/
https://med.stanford.edu/news/all-news/2026/09/virtual-biotech-company.html
https://med.stanford.edu/news/all-news/2026/09/virtual-biotech-company.html
https://brieflands.com/journals/jjnpp/articles/175058
https://blogs.nvidia.com/blog/isaac-ros-5-0-agentic-open-source-robotics/
https://blogs.nvidia.com/blog/isaac-ros-5-0-agentic-open-source-robotics/


AI・機械学習 採用記事全文集

出力日: 2026-09-27

採用記事数: 10 件



収録記事一覧

#01 Claude Opus 5.5とは｜Anthropicが発表、性能と料金

#02 Claude Sonnet 4.6｜Opus 4.8とのコーディング性能の違い

#03 MiniMax M2.5｜2026年3月のコーディング性能とベンチマーク順位

#04 Samsone-134Mとは｜Samsung R&Dの小型オーディオ言語モデル

#05 Teradataのエージェント型AI｜2026年Q4提供開始の性能とコスト

#06 AI創薬の臨床成功率｜第I相80-90%から第II相の課題まで

#07 ASCENDとは｜NHTSAとSAEが策定する自動運転の安全性基準

#08 AIエージェントによる創薬｜37,000人を投入した開発加速状況

#09 rentosertibとは｜生成AIが設計した肺線維症薬のPhase 2a試験

#10 NVIDIA Isaac ROS 5.0｜FoundationPoseで姿勢推定を5.5倍高速化



#01 Claude Opus 5.5とは｜Anthropicが発表、性能

と料金

概要

Anthropicは2026年9月22日、マルチモーダル入力に対応し、1Mトークンのコンテ

キストウィンドウを持つ大規模言語モデル「Claude Opus 5.5」を発表しました。こ

のモデルは、入力100万トークンあたり4.00ドル、キャッシュ入力100万トークンあ

たり0.200ドル、出力100万トークンあたり20.00ドルで提供されます。Claude

Opus 5.5は、長時間の「エージェント型」コーディングや知識作業を対象とした

Claude 5.5ファミリーの最初のモデルであり、複雑なタスク処理能力を大幅に向上さ

せます。

公開日 2026年09月22日  LLM Stats  アメリカ



詳細

主要成果

Anthropicは2026年9月22日に、待望の大規模言語モデル「Claude Opus 5.5」を発

表しました。この新モデルは、マルチモーダル入力をサポートし、驚異的な100万トー

クン（1Mトークン）のコンテキストウィンドウを特徴としています。これは、長時間

の複雑な「エージェント型」コーディングや知識集約型作業に特化して設計されてお

り、AIによる高度な問題解決能力を新たなレベルに引き上げます。

技術・臨床詳細

Claude Opus 5.5の主要な技術的特徴と提供価格は以下の通りです。

**マルチモーダル入力対応:** テキスト情報だけでなく、画像やその他のメディア形式

の入力も処理できるため、より多様なアプリケーションでの利用が可能になります。

これは、視覚情報を伴う複雑なタスク（例えば、画像内のデータ分析や図解の説明生

成など）において大きな優位性をもたらします。

**1Mトークンのコンテキストウィンドウ:** 100万トークンという広大なコンテキス

トウィンドウは、極めて長大な文書の分析、複雑なコードベースの理解、長期間にわ

たる会話の維持など、従来モデルでは困難だった大規模な情報の処理を可能にしま

す。これにより、AIエージェントはより深い文脈理解に基づいた意思決定と行動を実

行できます。

**価格設定:**

入力100万トークンあたり: 4.00ドル

キャッシュ入力100万トークンあたり: 0.200ドル

出力100万トークンあたり: 20.00ドル

これらの価格設定は、高性能ながらも大規模な企業利用を想定したものです。

Claude Opus 5.5は、AnthropicのClaude 5.5ファミリーの最初のモデルであり、今

後のシリーズの方向性を示すものとなります。



背景・業界文脈

大規模言語モデルの進化は、コンテキストウィンドウの拡大とマルチモーダル能力の強

化という二つの方向に進んでいます。より長いコンテキストウィンドウは、AIがより多

くの情報を一度に「記憶」し、複雑な推論を行う上で不可欠です。また、テキスト以外

の情報を処理する能力は、現実世界の問題解決においてAIがより汎用的に機能するため

に不可欠です。Claude Opus 5.5は、これらの最先端の進歩を統合することで、ソフト

ウェア開発、研究、コンサルティング、クリエイティブ産業など、情報集約的で複雑な

タスクを伴う分野でのAIの活用を大きく加速させることが期待されます。

今後の展望

Claude Opus 5.5のリリースは、エージェント型AIがより自律的かつ高度なタスクをこ

なす未来に向けた重要なマイルストーンとなります。1Mトークンのコンテキストウィン

ドウは、長大な法律文書のレビュー、科学論文の包括的な分析、大規模プロジェクトの

計画と実行支援など、人間が行っていた複雑な作業の多くをAIが支援・実行する可能性

を広げます。今後、Opus 5.5のようなモデルが、企業のエージェント型AI戦略の中核を

担い、生産性の向上と新たなイノベーションの創出に貢献していくことが予想されま

す。セキュリティと倫理的利用に関する継続的な研究と開発が、その普及をさらに後押

しするでしょう。

元記事: https://llm-stats.com/models/claude-opus-5-5

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://llm-stats.com/models/claude-opus-5-5


#02 Claude Sonnet 4.6｜Opus 4.8とのコーディング

性能の違い

概要

Anthropicの言語モデル「Claude Sonnet 4.6」が、エージェント型コーディングベ

ンチマークであるAIMultipleのA-CODE-LLMで0.748と最高スコアを記録し、動的な

推論深度決定とコスト効率の高さで注目を集めています。これは、より大規模で複雑

な「Opus 4.8」のスコアを上回る結果であり、特定のタスクにおいて軽量モデルが優

れたパフォーマンスを発揮する可能性を示唆しています。Sonnet 4.6の成功は、効率

性と性能のバランスがAI開発における重要な焦点であることを明確に示しています。

公開日 2026年09月17日  AIMultiple  アメリカ



詳細

主要成果: Claude Sonnet 4.6がエージェント型コーディングでOpus 4.8を上回

る

Anthropicの最新言語モデル「Claude Sonnet 4.6」が、AIエージェントのコーディン

グ能力を評価するAIMultipleのA-CODE-LLMベンチマークにおいて、0.748という最高

スコアを記録しました。この結果は、より大規模で複雑なモデルである「Opus 4.8」

のスコアをも凌駕するものであり、Sonnet 4.6が動的な推論深度決定と優れたコスト

効率を実現していることを強く示唆しています。この成果は、特定の専門タスクにおい

て、必ずしもモデルの規模が性能と直結しないという重要な洞察を提供します。

技術詳細: 動的な推論とコスト効率の最適化

A-CODE-LLMベンチマーク: このベンチマークは、AIエージェントが自律的にコー

ドを生成し、デバッグし、実行する能力を測定するために設計されています。

Sonnet 4.6は、この複雑なタスクにおいて、高精度かつ効率的に問題を解決する能

力を示しました。

動的な推論深度決定: Sonnet 4.6は、タスクの難易度に応じて推論に必要なステップ

数を動的に調整する能力を持つと評価されています。これにより、簡単なタスクでは

迅速に、複雑なタスクではより深く推論を行い、リソースを最適に利用します。

コスト効率: Opusモデルが複雑なマルチステップ推論やビジョンタスクで強みを持つ

一方で、Sonnet 4.6はより優れたコスト効率でコーディング関連のタスクを処理で

きることが示されました。これは、開発コストの削減や、大規模なエージェント展開

において大きなメリットとなります。

モデルの最適化: この結果は、パラメータ数や計算資源の効率的な利用によって、特

定のドメインにおける性能を最大化できる可能性を示しており、AIモデル開発におけ

る新たな方向性を提示しています。



背景・業界文脈: LLM性能評価の多角化

大規模言語モデル（LLM）の進化に伴い、その性能評価は単一の指標から多角的なベン

チマークへと移行しています。特に、AIエージェントのように、自律的な計画、ツール

利用、実行、反省を伴うタスクにおいては、従来のテキスト生成能力だけでなく、推

論、問題解決、エラー訂正などの総合的な能力が問われます。この文脈において、

Sonnet 4.6の成果は、単に最大のモデルが良いというわけではなく、特定の用途に最

適化されたモデルが最も価値を発揮するという、AI開発の成熟を示す事例と言えるでし

ょう。

今後の展望: 専門化されたAIエージェントとコスト最適化

Claude Sonnet 4.6の成功は、AIエージェントの設計において、より専門化され、コス

ト効率の高いアプローチが重要になることを示唆しています。企業や開発者は、汎用的

な超巨大モデルだけでなく、特定の業務ドメインに特化し、リソース消費を抑えながら

も高い性能を発揮する「スモール・エキスパート」なAIモデルの採用を検討するように

なるでしょう。これにより、AIの導入障壁がさらに低下し、より多くの分野でAIエージ

ェントを活用した自動化と効率化が進むことが期待されます。また、モデルの動的な推

論能力の向上は、より複雑な現実世界の課題へのAI適用を加速させるでしょう。

元記事: https://aimultiple.com/future-of-large-language-models

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aimultiple.com/future-of-large-language-models


#03 MiniMax M2.5｜2026年3月のコーディング性能

とベンチマーク順位

概要

LLMのコーディング能力を評価する最新ベンチマーク「SWE-bench Verified」にお

いて、MiniMax M2.5が2026年3月時点で80.2%の解決率を達成し、首位に立ちまし

た。これにAnthropicのClaude 3.7 SonnetとOpenAIのGPT-4.5が続いています。

SWE-bench Verifiedは、生成されたコードが実際に機能するかどうかを体系的に評

価するフレームワークであり、LiveCodeBenchのようなベンチマークは、モデルの知

識カットオフ後に公開された問題を使用することで、記憶ではなく実際のコーディン

グ能力を測定することに焦点を当てています。

公開日 2026年09月17日  Openlayer  アメリカ



詳細

主要成果

大規模言語モデル（LLM）のコーディング能力を評価する主要なベンチマークである

「SWE-bench Verified」において、MiniMax M2.5が2026年3月時点で80.2%という

驚異的な解決率を達成し、他のモデルを抑えてトップに躍り出ました。これに

AnthropicのClaude 3.7 SonnetとOpenAIのGPT-4.5が緊密に追随しており、LLMの

コーディングパフォーマンスの急速な進化を示しています。

技術・臨床詳細

LLMのコーディングベンチマークは、単にコードスニペットを生成する能力だけでな

く、生成されたコードが実際に機能し、特定のタスクを解決できるかを体系的に評価す

るために設計されています。

SWE-bench Verified: このベンチマークは、現実世界のソフトウェア開発課題に

基づいています。モデルが生成したコードが、既存のコードベースに統合された際に

正しく機能し、テストをパスするかどうかを検証します。MiniMax M2.5の80.2%と

いう解決率は、複雑なソフトウェアバグの修正や新機能の実装において、人間レベル

に近い効率性を示唆しています。

LiveCodeBench: 従来のベンチマークがモデルの訓練データに含まれる可能性のあ

る問題を評価するのに対し、LiveCodeBenchはモデルの知識カットオフ日以降に公

開された問題を使用します。これにより、モデルが記憶された情報に基づいて解答す

るのではなく、リアルタイムで新しい問題を理解し、解決する真のコーディング能力

を測定することが可能になります。このアプローチは、モデルが継続的に新しいプロ

グラミングパラダイムやライブラリに適応できるかどうかの重要な指標となります。

評価指標: これらのベンチマークでは、単にコードの構文が正しいかだけでなく、機

能的正確性、効率性、安全性、および既存システムとの互換性など、多角的な側面か

ら評価が行われます。

これらの進化は、AIがソフトウェア開発のプロセスに深く関与する未来を現実のものと

しています。



背景・業界文脈

ソフトウェア開発は、世界経済において最も重要な分野の一つであり、効率的なコーデ

ィングはイノベーションの加速に直結します。LLMがコーディングタスクで高い性能を

発揮することは、開発者の生産性を向上させ、バグ修正の迅速化、新機能開発の加速、

さらにはプログラミング初心者への支援といった幅広いメリットをもたらします。しか

し、生成されたコードの品質、セキュリティ、および保守性の確保は依然として重要な

課題であり、ベンチマークはその品質保証のための重要なツールとなります。

今後の展望

LLMコーディングベンチマークの進化は、より堅牢で信頼性の高いAIコード生成ツール

への道を拓くでしょう。将来的には、AIが複雑なシステムの設計、エンドツーエンドの

アプリケーション開発、さらには自律的なコードの最適化とデプロイメントまでを支援

するようになるかもしれません。これにより、ソフトウェア開発の風景は劇的に変化

し、人間とAIが協調してコードを書く「ハイブリッド開発」が標準となる日が来るでし

ょう。セキュリティと信頼性に関する継続的な研究が、この技術の社会実装をさらに加

速させると期待されます。

元記事: https://www.openlayer.com/blog/llm-coding-benchmarks-complete-guide

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openlayer.com/blog/llm-coding-benchmarks-complete-guide


#04 Samsone-134Mとは｜Samsung R&Dの小型オ

ーディオ言語モデル

概要

Samsung R&D Institute PolandとAGH University of Krakówの研究者らが、オン

デバイス推論に特化したオープンな小型オーディオ言語モデル（SALM）ファミリー

「Samsone」を発表しました。そのコアモデルであるSamsone-134Mは、そのサイ

ズクラスにおいて複数のベンチマークで新たな最先端（SOTA）性能を確立しました。

このモデルは、オーディオと言語の両方の入力を受け入れ、テキスト出力を生成する

マルチモーダルLMアーキテクチャを採用しており、リソースが限られた環境での高度

なAIアプリケーションの実現可能性を大きく広げます。

公開日 2026年09月18日  arXiv.org  ポーランド



詳細

主要成果

Samsung R&D Institute PolandとAGH University of Krakówの研究者チームが、オ

ンデバイス推論向けに最適化されたオープンな小型オーディオ言語モデル（SALM）の

ファミリー「Samsone」を発表しました。このファミリーのコアモデルである

Samsone-134Mは、そのコンパクトなサイズにもかかわらず、複数のオーディオ言語

ベンチマークにおいて新たな最先端（SOTA）性能を達成し、小型モデルの能力を大き

く引き上げました。

技術・臨床詳細

Samsoneモデルは、以下の技術的特徴を持っています。

マルチモーダルLMアーキテクチャ: Samsoneは、オーディオ入力とテキスト入力の

両方を受け入れ、統合的に処理できるマルチモーダルな大規模言語モデル（LLM）ア

ーキテクチャを採用しています。これにより、ユーザーは音声コマンド、環境音、ま

たはテキストプロンプトを組み合わせてAIと対話できます。

オンデバイス推論向け最適化: モデルサイズが134Mパラメータと非常に小さいた

め、スマートフォン、ウェアラブルデバイス、IoTデバイスといったリソースが限られ

たエッジデバイス上での直接推論が可能です。これにより、クラウドへのデータ送信

なしにリアルタイムでAI処理が行え、プライバシー保護と低遅延を実現します。

SOTA性能の達成: Samsone-134Mは、そのサイズクラスのモデル間で、オーディ

オ理解、テキスト生成、およびクロスモーダルタスクにおいて、既存の最良モデルを

上回る結果を示しました。これは、小型モデルでも高品質なAI機能を提供できること

を証明しています。

オープンソース: モデルがオープンソースとして公開されることで、広範な研究者や

開発者がSamsoneを基盤として、新たなアプリケーションや改良を迅速に進めるこ

とができます。

これらの特徴により、Samsoneは、音声アシスタント、スマートホームデバイス、車

載インフォテインメントシステムなど、様々なエッジAIアプリケーションに革命をもた

らす可能性を秘めています。



背景・業界文脈

近年、LLMの高性能化が進む一方で、その巨大なサイズと計算コストが、エッジデバイ

スやプライバシーが重視される環境での導入を妨げていました。小型言語モデル

（SLM）は、この課題を解決するための有望なアプローチとして注目されていますが、

性能と効率性の両立が難しいとされてきました。Samsoneの登場は、このトレードオ

フを克服し、高品質なAI機能をエッジデバイスに展開する道を開くものです。特に、

Samsungのような大手企業の研究機関がこの分野に注力していることは、今後のエッ

ジAI市場の成長を強く示唆しています。

今後の展望

SamsoneのようなオンデバイスSALMは、プライバシー、セキュリティ、レイテンシの

観点から非常に重要です。クラウドベースのAIサービスに依存することなく、デバイス

上で直接複雑なオーディオとテキストの処理が可能になることで、ユーザー体験は劇的

に向上します。今後の展望としては、Samsoneを基盤とした新たなマルチモーダルアプ

リケーションの開発が加速し、よりパーソナライズされ、レスポンシブなスマートデバ

イスの普及が期待されます。また、他の研究機関や企業も同様の小型モデル開発に注力

し、エッジAIのイノベーションがさらに加速するでしょう。

元記事: https://arxiv.org/html/2609.21666v1

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2609.21666v1


#05 Teradataのエージェント型AI｜2026年Q4提供開

始の性能とコスト

概要

Teradataは、企業のデータ自動化とAIエージェント活用を革新する新たなエージェン

ト型AIプラットフォームを2026年第4四半期に提供開始すると発表しました。同社

は、ベンチマークテストにおいて、競合他社と比較して58%低いコスト、42%速いタ

スク完了速度、そしてClaude Codeと比較して73%少ないトークン使用量という画期

的な優位性を報告しています。このプラットフォームは「Tera Context Engine」と

「Tera Harness」を核としており、企業がAIエージェントを大規模に、かつ効率的に

導入するための戦略的な一歩となります。

公開日 2026年09月22日  TradingView News  アメリカ



詳細

主要成果

Teradataは、2026年第4四半期に新たなエージェント型AIプラットフォームの提供を

開始すると発表し、企業のデータ自動化とAIエージェント導入に大きな変革をもたらし

ます。同社のベンチマークテストでは、同じモデルを使用する競合ソリューションと比

較して、運用コストを58%削減し、タスク完了速度を42%高速化、さらにClaude

Codeに比べてトークン使用量を73%削減するという顕著な優位性を示しました。これ

は、エンタープライズAI市場におけるTeradataの競争力を大幅に強化するものです。

技術・臨床詳細

Teradataの新しいエージェント型AIプラットフォームは、以下の主要なコンポーネント

と性能強化を特徴とします。

Tera Context Engine: このエンジンは、AIエージェントが企業データから関連性

の高い情報を抽出し、正確な意思決定を行うためのコンテキストを提供します。これ

により、AIエージェントはより賢明な判断を下し、タスクを効率的に実行できます。

Tera Harness: エージェントのオーケストレーションと管理を担うコンポーネント

です。複数のAIエージェントが連携して複雑なワークフローを自律的に実行できるよ

うに調整し、そのパフォーマンスを監視します。これにより、大規模なAIエージェン

トの導入と運用が簡素化されます。

コスト効率: ベンチマークテストでは、同プラットフォームが競合他社と比較して

58%低いコストで動作することが示されています。これは、特に大規模なAIデプロ

イメントにおいて、企業の総所有コスト（TCO）を劇的に削減する可能性がありま

す。

高速なタスク完了: タスク完了時間が42%高速化されることで、ビジネスプロセス全

体の効率が向上し、市場投入までの時間を短縮できます。これは、リアルタイムでの

意思決定が求められるユースケースにおいて極めて重要です。

トークン使用量の削減: Claude Codeと比較して73%少ないトークンでタスクを完

了できるというデータは、モデルの効率性と最適化の高さを示しています。トークン

使用量の削減は、運用コストの低減に直結します。



これらの技術的優位性は、Teradataのプラットフォームが、特にデータ集約型の企業環

境において、AIエージェントの性能と経済性の両面で業界をリードする可能性を示唆し

ています。

背景・業界文脈

企業がAIエージェントを導入する動きが加速する中で、性能、コスト、そしてスケーラ

ビリティは主要な課題となっていました。多くのAIソリューションは高い計算リソース

を必要とし、運用コストがかさむ傾向にあります。Teradataのプラットフォームは、同

社のデータウェアハウジングと分析における長年の専門知識をAIエージェント技術と融

合させることで、これらの課題に対する実用的な解決策を提供します。この戦略的発表

は、AIエージェントとデータ自動化の競争が激化する市場において、Teradataの地位を

確固たるものにする狙いがあります。

今後の展望

Teradataのエージェント型AIプラットフォームは、企業のデータ駆動型変革を加速させ

る可能性を秘めています。金融、小売、製造などの業界において、AIエージェントがよ

り洗練されたデータ分析、顧客サービス、サプライチェーン最適化などを自律的に実行

できるようになるでしょう。このプラットフォームの提供開始は、AIエージェントが単

なる自動化ツールから、企業の戦略的意思決定と運用の核となる「コワーカー」へと進

化する重要なマイルストーンとなるでしょう。コスト効率と高速性を両立させること

で、広範な企業でのAI導入を促進し、新たなビジネス価値の創出に貢献すると期待され

ます。

元記事: https://www.tradingview.com/news/tradingview:3c60b3945bed1:0-teradata-

corporation-tdc-launches-agentic-ai-platform-q4-2026-availability/

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tradingview.com/news/tradingview:3c60b3945bed1:0-teradata-corporation-tdc-launches-agentic-ai-platform-q4-2026-availability/
https://www.tradingview.com/news/tradingview:3c60b3945bed1:0-teradata-corporation-tdc-launches-agentic-ai-platform-q4-2026-availability/


#06 AI創薬の臨床成功率｜第I相80-90%から第II相の課

題まで

概要

AIは標的同定や分子設計を通じて創薬プロセスを加速させており、AlphaFoldのよう

なツールを活用したタンパク質構造予測や生成モデルによる新規分子構造設計が可能

になっています。AIによって発見された候補薬は第I相臨床試験で80〜90%の高い成功

率を達成していますが、第II相では約40%に低下し、厳密な実験室およびヒト臨床検証

の重要性が浮き彫りになっています。これは、デジタル予測が最終的に実世界での生

物学的複雑さと検証を必要とすることを示しています。

公開日 2026年09月21日  World Health Expo  不明



詳細

主要成果

AIは創薬プロセスを大幅に加速させ、特にAlphaFoldに代表されるツールを用いたタン

パク質構造予測や、生成モデルによる新規分子構造の設計において革命的な進歩を遂げ

ています。AIが特定した薬物候補は、第I相臨床試験で80〜90%という高い成功率を達

成する一方で、第II相臨床試験では成功率が約40%に低下することが示されました。こ

の結果は、AIの予測能力が初期段階で強力であるものの、より複雑な生物学的環境にお

ける実証には、厳密な実験室およびヒト臨床検証が不可欠であることを明確に示してい

ます。

技術・臨床詳細

AIは、膨大な化合物ライブラリから有望な候補を迅速にスクリーニングし、これまで見

過ごされてきた標的を発見する能力を持っています。具体的には、機械学習アルゴリズ

ムが既存のデータからパターンを学習し、新しい分子の合成経路を最適化したり、特定

の疾患関連タンパク質に対する結合親和性の高い化合物を設計したりします。

AlphaFoldのようなディープラーニングモデルは、アミノ酸配列からタンパク質の3D構

造を正確に予測し、これによって新たな薬物標的の探索が飛躍的に効率化されました。

しかし、AIが生成した候補薬が臨床開発に進むと、薬物の生体内動態、安全性プロファ

イル、さらには患者集団間の遺伝的・環境的差異といった複雑な要因に直面します。第I

相での高い成功率は、主に安全性と初期の薬物動態評価に焦点を当てているためであ

り、より大規模な患者コホートで有効性を評価する第II相では、AI予測の限界が露呈す

ることが少なくありません。

背景・業界文脈

製薬業界は、新薬開発にかかる時間とコストの削減、そして成功率の向上という長年の

課題に直面しており、AIはこれらの課題を解決する強力なツールとして大きな期待が寄

せられてきました。多くの製薬企業がAIスタートアップとの提携や、社内でのAI研究開

発投資を積極的に行い、創薬のあらゆる段階でのAI適用を模索しています。しかし、AI

によって発見された薬物候補が、従来の創薬手法による候補と同様に、臨床試験の後半

で挫折するケースが多いという事実は、AI創薬アプローチの成熟度と、依然として存在

する科学的・技術的ギャップを示唆しています。これは、AI技術の導入が単なる効率化

に留まらず、基礎研究と臨床開発の間のギャップを埋めるための、より深い統合と検証

が求められている現状を浮き彫りにしています。



今後の展望

AI創薬の将来的な成功は、AIモデルの予測能力をさらに洗練させ、より複雑な生物学的

コンテキストと現実世界の臨床データを統合する能力にかかっています。これには、マ

ルチオミクスデータ（ゲノミクス、プロテオミクス、メタボロミクスなど）とリアルワ

ールドエビデンス（RWE）を組み合わせた大規模なデータセットの構築と、それを活

用したAIモデルの訓練が不可欠です。また、AIと人間の専門知識を融合させた「ヒュー

マン・イン・ザ・ループ」アプローチや、AIの予測に対する「説明可能性」を高める研

究も重要です。これにより、AIがなぜ特定の候補を推奨するのか、その生物学的根拠を

人間が理解し、さらなる実験的検証や臨床試験のデザインに活かすことができます。最

終的には、AIが基礎研究から臨床応用までを一貫して支援する、真に統合された創薬プ

ラットフォームの実現が期待されます。

元記事: https://www.worldhealthexpo.com/insights/medical-laboratory/ai-in-drug-discovery

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.worldhealthexpo.com/insights/medical-laboratory/ai-in-drug-discovery


#07 ASCENDとは｜NHTSAとSAEが策定する自動運

転の安全性基準

概要

米国高速道路交通安全局（NHTSA）と自動車技術者協会（SAE）は、共同で自動運転

システム（ADS）の安全性と性能を評価するための新しいコンソーシアム

「ASCEND」を立ち上げました。ASCENDは、データ駆動型のアプローチに基づ

き、ADSが「十分に安全」であると判断されるための性能基準とテスト方法を定義す

ることを目指します。これにより、これまで不足していた自動運転技術の標準化され

た評価フレームワークが確立され、消費者の信頼醸成と規制の明確化が期待されま

す。

公開日 2026年09月20日  GeekNewz  アメリカ



詳細

主要成果

米国高速道路交通安全局（NHTSA）と自動車技術者協会（SAE）は、自動運転システ

ム（ADS）の安全性と性能を評価するための新たな業界コンソーシアム「ASCEND」

を共同で立ち上げました。ASCENDは、データ駆動型のアプローチを用いて、ADSが

「十分に安全」であると判断されるための包括的な性能基準とテスト方法を確立するこ

とに注力します。この取り組みは、自動運転技術の急速な進化に追いつき、標準化され

た評価フレームワークが不足している現状を打破し、消費者、業界、規制当局にとって

の明確性を高める上で極めて重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

ASCENDコンソーシアムは、特に、ADSのリアルワールドでの挙動と安全性に焦点を

当てた、データ駆動型性能標準の開発を推進します。これには、実際の路上データ、シ

ミュレーションデータ、および試験場でのテスト結果を統合的に分析し、様々な運転シ

ナリオにおけるADSの安全マージンと信頼性を定量的に評価する手法が含まれます。例

えば、予期せぬ交通状況への対応能力、悪天候下での性能、歩行者や自転車利用者との

インタラクションの安全性など、多岐にわたる側面が評価対象となります。現在の自動

運転技術は、特定の環境下では高い性能を示すものの、予測不能な事態への対応能力

や、人間ドライバーと比較した全体的な安全性については、まだ統一された評価基準が

確立されていません。ASCENDは、これを是正し、客観的かつ再現可能な評価基準を

提供することを目指します。

背景・業界文脈

自動運転技術は、交通安全の向上、渋滞緩和、モビリティの変革といった大きな可能性

を秘めていますが、その導入には安全性の確保と社会的な受容が不可欠です。しかし、

これまで自動運転車の安全性を評価するための標準的な指標やテストプロトコルが国際

的に確立されておらず、各社が独自の安全主張を行う状況が続いていました。この評価

基準の欠如は、消費者にとっての混乱、保険業界でのリスク評価の困難さ、そして規制

当局による承認プロセスの複雑化を招いていました。NHTSAとSAEによるASCENDの

設立は、こうした課題への直接的な対応であり、業界全体で共通の安全基準を策定する

ことで、自動運転技術の健全な発展と社会実装を加速させることが期待されます。



今後の展望

ASCENDコンソーシアムによって確立されるデータ駆動型性能標準は、自動運転技術の

開発者、規制当局、そして消費者の間で、安全性の「共通言語」を提供することになる

でしょう。これにより、開発者は製品設計の早い段階で安全目標を明確にし、効率的に

テストを行うことが可能になります。規制当局は、客観的なデータに基づいて承認判断

を下しやすくなり、消費者はより安心して自動運転車を受け入れることができるように

なります。将来的には、ASCENDのフレームワークが国際的な標準へと発展し、世界中

の自動運転技術の安全性評価の基礎となる可能性も秘めています。これは、自動運転車

が社会のインフラの一部として広く普及するための、決定的な一歩となるでしょう。

元記事: https://geeknewz.com/nhtsa-and-sae-launch-ascend-to-define-when-a-self-driving-

car-is-safe-enough/

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://geeknewz.com/nhtsa-and-sae-launch-ascend-to-define-when-a-self-driving-car-is-safe-enough/
https://geeknewz.com/nhtsa-and-sae-launch-ascend-to-define-when-a-self-driving-car-is-safe-enough/


#08 AIエージェントによる創薬｜37,000人を投入した

開発加速状況

概要

スタンフォード大学医学部の研究室からスピンアウトしたAIバイオテック企業が、

37,000人のAIエージェントを創薬パイプライン全体に投入し、成功の可能性が高い薬

物候補の予測を飛躍的に向上させています。この仮想企業は、肺がん治療法の設計に

おいて、後に大手製薬会社が独立して開発した治療法と一致する生物学的シグナルを

発見することに成功しました。この革新的なアプローチは、従来数十億ドルと数十年

を要する創薬プロセスを劇的に加速し、より効率的な治療薬開発を可能にするもので

す。

公開日 2026年09月17日  Stanford Medicine  アメリカ



詳細

主要成果

スタンフォード大学医学部の研究室からスピンアウトしたAIを搭載する仮想バイオテッ

ク企業が、37,000人ものAIエージェントを創薬の全パイプラインに投入し、そのプロ

セスを劇的に加速しています。この革新的なアプローチにより、どの薬物候補が臨床試

験で成功する可能性が高いかを予測する生物学的シグナルを効率的に発見しています。

特に注目すべきは、このAIエージェントシステムが、後に大手製薬会社によって独立し

て開発された肺がん治療法と一致する治療法を設計する基盤となるシグナルを特定する

ことに成功した点です。これは、AIが創薬における発見フェーズから開発フェーズへと

シームレスに貢献できることを実証しています。

技術・臨床詳細

このAIバイオテック企業の中核は、膨大な数の自律型AIエージェントによる協調作業に

あります。

**AIエージェント群**: 37,000人のAIエージェントがそれぞれ特定のタスク（例: 文献

レビュー、データ解析、分子モデリング、薬物動態予測）を担当し、互いに情報を共

有し、連携しながら創薬プロセスの各段階を進めます。これは、人間の研究チームが

数十年の歳月をかけて行う作業を、並列処理と高速計算によって大幅に短縮するもの

です。

**生物学的シグナルの発見**: AIエージェントは、ゲノミクスデータ、プロテオミクス

データ、臨床試験データ、公開論文など、膨大な異種データセットを横断的に解析

し、特定の疾患に対する薬剤候補の有効性や安全性を示す重要な生物学的シグナルを

特定します。これにより、従来の手法では見過ごされがちだった新たなターゲットや

メカニズムを発見できます。

**肺がん治療法の設計**: 過去のプロジェクトにおいて、この仮想企業は肺がんの特定

のサブタイプに対する治療法を設計するための生物学的シグナルを発見しました。こ

のシグナルは、その後に既存の大手製薬会社が開発に成功した、独立した治療法のア

プローチと高い類似性を示していたと報告されています。これは、AIによる創薬が、

実際の臨床的成功につながる可能性を強く示唆するものです。

**パイプライン全体への貢献**: 薬剤ターゲットの同定から、候補化合物の設計・最適

化、前臨床試験のシミュレーション、さらには臨床試験デザインの支援まで、創薬の

バリューチェーン全体でAIエージェントが活用されています。



背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、平均で10年から15年の歳月と数十億ドルの費用がかかる、非

常に時間とコストのかかるプロセスです。失敗率も高く、多くの候補薬が最終的な承認

に至りません。AIの導入は、この非効率性を根本的に改善し、成功確率を高めることを

目指しています。特に、スタンフォード大学のような学術機関からのスピンアウト企業

は、最先端の研究成果を直接ビジネスに応用することで、既存の製薬業界に革新をもた

らす潜在力を持っています。AIエージェントを活用することで、仮想的に大規模な研究

開発チームを構築し、実験室での物理的な制約なしに、仮説検証と探索を高速化できる

という点が大きな優位性です。

今後の展望

このAIを活用した創薬モデルは、今後の医薬品開発の標準となる可能性があります。AI

エージェントは、より複雑な疾患メカニズムの解明、個別化医療に向けたバイオマーカ

ーの発見、さらには難病に対するファーストインクラスの治療薬の創出に貢献するでし

ょう。将来的には、AIが自律的に新しい薬物候補を発見し、試験計画を立て、最適化す

る、完全に自動化された創薬プラットフォームの実現も視野に入ります。しかし、AIが

提案する候補薬の検証、倫理的な側面、そして規制当局による承認プロセスへの適応

は、引き続き重要な課題として残ります。このアプローチは、新薬が患者に届くまでの

時間を短縮し、より多くの命を救う可能性を秘めています。

元記事: https://med.stanford.edu/news/all-news/2026/09/virtual-biotech-company.html

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://med.stanford.edu/news/all-news/2026/09/virtual-biotech-company.html


#09 rentosertibとは｜生成AIが設計した肺線維症薬の

Phase 2a試験

概要

AI支援創薬において、生成AIアプローチを用いて発見・設計された低分子TNIK阻害剤

rentosertib（以前のISM001-055/INS018_055）が、特発性肺線維症（IPF）を対

象としたランダム化第IIa相臨床試験で評価された。これは計算研究から臨床開発への

移行を示す重要なマイルストーンとなる。この進展は、AIが創薬プロセスを加速し、

難病に対する新しい治療選択肢をもたらす可能性を強調している。

公開日 2026年09月22日  Brieflands  アメリカ



詳細

主要成果

AI支援創薬の分野で画期的な進展が見られ、生成AIアプローチを用いて発見・設計され

た低分子TNIK阻害剤rentosertib（以前のISM001-055/INS018_055）が、特発性肺

線維症（IPF）を対象としたランダム化第IIa相臨床試験で評価されました。これは、AI

が純粋な計算研究の段階から実際の臨床開発へと移行していることを明確に示す重要な

成果です。

技術・臨床詳細

rentosertibは、特に特発性肺線維症の治療を目的として開発された薬剤候補です。こ

の化合物は、標的タンパク質であるTNIK（TRAF2- and NCK-interacting kinase）の

阻害剤として機能します。TNIKは、線維化プロセスにおいて重要な役割を果たすシグナ

ル経路に関与していることが知られています。生成AIアプローチを活用することで、数

百万もの可能性のある化合物の中から、高い標的選択性と薬物動態特性を持つ候補が迅

速に特定され、設計されました。従来の創薬プロセスと比較して、リード化合物の同定

から最適化までの時間が大幅に短縮されたと考えられます。今回の第IIa相臨床試験で

は、IPF患者におけるrentosertibの安全性、忍容性、および予備的な有効性が評価され

ました。具体的な試験結果や数値は詳細には触れられていませんが、臨床試験の実施自

体が、AIが創出した分子の信頼性と将来性を示しています。

背景・業界文脈

創薬プロセスは時間とコストがかかり、成功率が非常に低いという課題を抱えていま

す。AIの導入は、この非効率性を改善し、より迅速かつ効果的に新しい治療法を発見す

る可能性を秘めています。計算化学、自然言語処理、機械学習モデルの進化により、AI

は分子スクリーニング、標的同定、薬物設計、毒性予測など、創薬のあらゆる段階で活

用され始めています。rentosertibの臨床試験段階への移行は、AI創薬が単なる理論的

な可能性ではなく、具体的な成果を生み出し始めていることを示す業界にとって重要な

シグナルです。



今後の展望

rentosertibの第IIa相臨床試験での評価は、AI創薬モデルの信頼性を高め、さらなる投

資と研究開発を促進するでしょう。今後、この薬剤候補の臨床試験が成功すれば、特発

性肺線維症という難治性疾患に対する新たな治療選択肢として患者に貢献する可能性が

あります。また、この成功事例は、他の疾患領域におけるAIを活用した創薬パイプライ

ンの拡大にも繋がると予想されます。AIが創薬プロセスに完全に統合されることで、よ

り多くの革新的な医薬品がより速く市場に届けられる未来が期待されます。

元記事: https://brieflands.com/journals/jjnpp/articles/175058

収集日: 2026年09月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://brieflands.com/journals/jjnpp/articles/175058


#10 NVIDIA Isaac ROS 5.0｜FoundationPoseで姿

勢推定を5.5倍高速化

概要

NVIDIAは、Isaac ROS 5.0を発表し、ロボット開発者がエージェント対応のオープン

ソースロボティクスアプリケーションを構築できるよう強化した。新バージョンに

は、オブジェクトの姿勢推定と追跡を最大5.5倍高速化する基盤モデル

「FoundationPose」が搭載されている。さらに、ロボットアームが物体を認識し、

掴み、配置する一般的なワークフローである「ピッキング・アンド・プレース」が、

スタンドアロンのエージェント対応スキルとして提供される。これにより、ロボット

の知覚能力と自律性が大幅に向上し、産業応用への道が拓かれる。
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詳細

主要成果

NVIDIAは、ロボティクス開発を大きく前進させるIsaac ROS 5.0をリリースしまし

た。この最新バージョンには、オブジェクトの姿勢推定と追跡のための画期的な基盤モ

デル「FoundationPose」が搭載されており、これによりロボットはオブジェクトの位

置と向きを最大で5.5倍速く知覚・追跡できるようになります。これは、エージェント

対応のロボティクス開発を加速する上で極めて重要な進歩です。

技術・臨床詳細

Isaac ROS 5.0の核心にあるのは、ロボットの環境認識能力を飛躍的に向上させる

FoundationPoseです。この基盤モデルは、深度センサー、RGBカメラ、IMUなどの多

様な入力データから、対象オブジェクトの3D姿勢（位置と向き）を高精度かつ高速に

推定します。従来の手法と比較して5.5倍という速度向上は、リアルタイム性が求められ

る産業用ロボットや協働ロボットにおいて、生産性と安全性を大幅に高める可能性を秘

めています。FoundationPoseは、NVIDIAが提供する推論ライブラリと連携し、エー

ジェント対応のシステム構築をサポートします。

また、Isaac ROS 5.0では、ロボットアームによる「ピッキング・アンド・プレース」

タスクがスタンドアロンのエージェント対応スキルとして提供されるようになりまし

た。このスキルは、以下の一般的なワークフローを統合しています。

**オブジェクト検出**: カメラ画像から対象物を正確に識別します。

**深度推定**: 検出されたオブジェクトまでの距離や形状を正確に測定します。

**姿勢出力**: オブジェクトの3D姿勢情報を出力し、ロボットアームの把持計画に利

用します。

これらの要素が統合されることで、開発者は複雑なピッキング・アンド・プレースの機

能をより容易にロボットアプリケーションに組み込むことができ、物流、製造、組み立

てなどの分野での自動化を加速させます。



背景・業界文脈

現代のロボティクスは、単調な繰り返し作業から、より複雑で動的な環境での自律的な

タスク実行へと進化しています。この進化を実現するためには、ロボットが周囲の環境

やオブジェクトを正確かつ迅速に認識する能力が不可欠です。NVIDIA Isaac ROSは、

ROS（Robot Operating System）フレームワーク上で動作する、GPUアクセラレー

ションを活用した一連のパッケージであり、ロボティクス開発者に高性能なモジュール

とツールを提供してきました。今回のアップデートは、エージェントAIの概念がロボテ

ィクスに深く統合されることを示唆し、ロボットがより自律的に意思決定し、環境に適

応する能力を高める方向性を示しています。

今後の展望

NVIDIA Isaac ROS 5.0の導入は、次世代の自律型ロボットシステムの開発を大きく加

速させるでしょう。特に、FoundationPoseによる高速なオブジェクト姿勢推定と、エ

ージェント対応のピッキング・アンド・プレーススキルは、スマートファクトリー、自

動倉庫、サービスロボットなど、幅広い産業応用においてロボットの導入障壁を低減

し、新たな価値を創造する可能性を秘めています。NVIDIAは、このオープンソースプラ

ットフォームを通じて、世界中のロボティクス研究者と開発者が革新的なソリューショ

ンを迅速に構築できるよう支援していきます。

元記事: https://blogs.nvidia.com/blog/isaac-ros-5-0-agentic-open-source-robotics/
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